
【概要】
• 下北地域における夏秋いちごの産地力強

化を図るため、新規就農者の栽培技術向
上とスマート農業を活用した多収・安定
生産技術の確立に取り組んだ。

【背景・課題】
• 新規就農者の技術力向上
• スマート農業を活用した多収・安定生産

技術の確立

【普及指導活動の内容】
• 夏秋いちごレベルアップ研修会を開催し、

ハダニの天敵チリカブリダニによる防除
や適正な栽培管理、萎黄病対策について
指導した。

• 北海道先進地視察研修では、採苗や販売
方法について情報収集した。

• 冬期にミニ勉強会を開催し、新規就農者
の課題に合わせたテーマで基本技術の講
習を実施した。

• 個別巡回により、生産者各々の課題に指
導・対応した。

• 自動施肥かん水装置の導入ほ場にスマー
ト農業試験展示ほを設置。生育・土壌診
断に基づく施肥管理を検討した。

• 管内の新品種試作ほ場を予備調査し、研
修会等で情報提供した。

【成果】
• 研修会や勉強会、個別巡回等の徹底によ

り、適切な栽培管理を行う生産者が増加
した。

• 天敵の使い方、新品種の情報等が共有さ
れ、天敵チリカブリダニは作付面積の約
50％で導入された。

• 国産需要の高まりを追い風に、令和３・
４年は販売額が１億円を突破したが、５
年は高温の影響により大幅に減収した。

• 自動施肥かん水システムの試験展示ほの
成績をとりまとめ、「自動施肥かん水装
置を活用した夏秋いちご土耕栽培マニュ
アル」を作成・配布し、適正な管理方法
について情報が共有された。

【対象者】
ＪＡ十和田おいらせ野菜振興会むつ支部い
ちご部会（20名）、新規就農者10名（重複
あり）

１ 新規就農者による「夏秋いちご」の産地力強化
～ 新規就農者の技術力向上による経営安定化 ～

夏秋いちごレベルアップ研修会（５月）

令和５年度 下北地域県民局地域農林水産部農業普及振興室

ミニ勉強会 栽培基礎・高温対策（２月）

レベルアップ研修会in北海道（10月）
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【概要】
下北地域の新規就農者は、夏秋いちごを中

心に増加しているが、非農家からの新規参入
者が多く、農地や機械・施設等の確保が困難
な状況であることから、経営資産と農業所得
の確保に向けた地域ぐるみでのサポート体制
を整備する。
また、今後も新規参入者の増加が予想され

ることから、就農前から下北地域の農業の基
礎知識等を提供し、就農の円滑化を図る。
【背景・課題】
・サポート体制の強化等による新規就農者の
定着

・下北地域の農業知識習得等による円滑な就
農促進

【普及指導活動の内容】
ア 就農に必要な経営資産の確保支援
(ｱ)「新規就農者『農業力』強化推進会議｣

の開催
(ｲ)新規就農者に適した農地のリストアッ

プ
イ 所得確保につながる栽培技術と経営知識

の習得
(ｱ)新規就農サポートチームによる個別巡

回指導
(ｲ)新規就農アドバイザーと連携した相談

活動
(ｳ)新規参入者に対する相談・巡回指導

ウ 就農前段階から下北農業の情報提供
(ｱ)「しもきた新規就農ハンドブック」を

活用した相談活動
(ｲ)「しもきた新規就農ハンドブック」の

改訂版発行
【成果】
ア 推進会議を開催し、管内の新規就農の現
状と課題等を協議した。また、８農地につ
いて、今後、農地取得希望の新規就農者に
情報提供することとした。

イ 新規就農サポートチームによる個別巡回
指導をとおして、就農状況や経営上の課題
を把握した。
また、農業経営士２人に「新規就農アド

バイザー」を依頼し、新規就農者の資質向
上につなげた。

ウ 就農相談において「しもきた新規就農ハ
ンドブック」を活用し、下北地域の農業や
新規就農への理解促進を図った。

【対象者】
農業人材力強化総合支援事業活用者（10人）、
新規就農者育成総合対策事業活用者（3人）、
認定新規就農者、新規就農者、就農希望者

２ 下北地域を支える新規就農者の経営安定化

新規就農サポートチームによる個別巡
回指導で新規就農者の経営状況を把握

令和５年度 下北地域県民局地域農林水産部農業普及振興室

「しもきた新規就農ハンドブック」では､
先輩新規就農者からのアドバイスも掲載
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【概要】
• 「しもきたマルシェの会」の運営体制の

強化のため、マンパワーの発掘を進める
とともに、SNS等の活用や商品企画をとお
して販売力・PR力の向上を図り、新しい
生活様式に対応した産直イベント「しも
きたマルシェ」の持続的発展を支援した。

【背景・課題】
• 令和３年度から下北地域の若手農業者等

有志を会員とする任意団体「しもきたマ
ルシェの会」が「しもきたマルシェ」を
運営しているが、イベント企画・運営力
や組織力が弱いため、会の運営体制と販
売力・PR力の強化を図る必要がある。

【普及指導活動の内容】
• マルシェ開催や運営会議等の開催を通じ

て、会の運営体制強化と販売額向上に向
けた意識啓発を図った。

• SNS等を活用した情報発信力の強化に向け、
SNSや消費者への訴求力を高める手法等を
テーマとした研修会を開催した。

• 商品企画をとおしたPR力の向上に向け、
異業種と連携したコラボギフト（加工品
等）の検討・開発に取り組んだ。

【成果】
• マルシェ運営責任者としての当事者意識

が醸成され、会の運営に積極的に取り組
む姿勢が見られた。また、下北管内市町
村等が主催するイベントに出張マルシェ
として参加したことで、地域団体等との
連携が強化された。

• ５～10月に月１回ペースでのマルシェ開
催、会員が企画・提案したイベント企画
を毎回実施したことで、地域住民等への
認知度が高まり、来場者数、出店舗数、
店舗当たり・１回当たりの平均販売額が
増加した。（R2：27千円→R5：33千円）

• 研修会等の開催により、インターネット
やSNS活用のポイント、商品POPの制作技
術、写真の活用方法などが習得された。

• ギフトの開発には至らなかったが、「下
北ワインソフトクリーム」、「そばいな
り」等、下北産食材を活用した商品が多
数開発された。

【対象者】
しもきたマルシェの会（23店舗）、新規就

農者・就農希望者（18名）

３ 新しい生活様式に対応した「しもきたマルシェ」の確立と販売
力の強化

令和５年度１回目しもきたマルシェ（5/14）

令和５年度 下北地域県民局地域農林水産部農業普及振興室

第１回下北地域情報発信力向上セミナー
（9/25）

出張マルシェin佐井村おさかな祭り（10/22)
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